
神戸市の陸産貝類 ( そのー )

安藤保 鹿取秀雄

神戸付近の陸産貝類については矢倉和三郎氏( 1932，'12. 1954、員類とその生活、渡部忠童、略号〈生活〉
兵庫県産貝類目録、 1936-38、兵庫県博物学会誌、日 I13. 19拐、山口県貝類目録、河本、田辺、略号( 山
本産陸産貝類嗣要等〉、 古川博二氏( 1943、神戸、市| 口貝)
陸産貝類目録〉、東正雄氏( 盟国〉、兵庫生物、西宮の陸 I 14. 1957、日本の員、渡部忠童、略号( 日貝)
産員類〉等によって報告されて来た。近年に至って鈴( 産地〉神戸市は至る所、陸産員類の麗息に適し、
木章司氏等によって詳細な研究がなされつ L あるが、 |  種類によってはその全部を上げることが不可能なも
筆者等は須磨高校生物部員と共に昭和 27年来須磨区! のがある故地域的に別個所を選びその番号で記し
を中心として陸員の採集に努力を続け、こ L に一応の| た。また前記諸氏の産地でも筆者等の採集していな
結果をまとめて見ることにした。もとより馳け出しの| いものは省き、現在標本のあるものだけ記した故今
素人である故前記諸先輩の業蹟に比して不完全である| 後追加すべきものも多い。

l  者ンコウ コウ t
ことは言うまでもないが、今後の研究によってより完| 垂水区 1、広野。 2 、近江。 3、木見。 4 、太山

7  
全なものとしたいと考えている。この報告を作るに当| 寺。 5 、布施畑。 6 、奥畑。 7 、中山。 8 、垂水町。
って標本の同定、文献閲覧、その他色々と御教示戴い I 9 ，塩屋町。 10、下畑。須磨区 11、須歯甫公園。也、

1 7"ツカ 4
た、黒田徳米博士、渡部忠重博士、古川博二氏、東正雄| 鉄拐山。 13，潮見台町。 14、高倉町。 15、妙見谷。
氏、鈴木章司氏に深甚な感謝を捧げる。
( 文献〉なるべく原記載に当るように努力したが、

この出所についてい黒田博士の未発表の原稿によるも
のである故、今回は差控えて、圏内で発行された書物
の内、図のある物に限った。その書名および路号は下
の通りである。
1. 1907-9，介類雑誌、日本陸産員類図説、平瀬

与一郎、酪号〈介雑)
2. l'抱 8、ビーナス、 1巻 4 号、夏の員類採集、商

庸、略号〈ビーナス 1 - 4，)
3. 1931、ビーナス、 3巻 1号、丹後大島及び小島

の員類について、丹信実、略号〈ビー
ナス 3 - 1 )

4:. 1931、地球15巻 2 号、奈良春日山の貝類、黒田
徳米、略号 (地球1 5 - 2 )

5. t関 4、日本貝類団譜、平瀬信太郎( 1951、同改
訂版、平瀬、滝庸、略号( 平瀬図〉

6. 1936-1938、兵庫県博物会誌、 12号- 1 6号、日
本産陸産員類綱要、矢倉南田、略号、
( 兵博)

7. 1947、日本動物図鑑、平瀬信太郎、黒田徳米、
略号( 動図)

8. 1949、かたつむり、黒田徳米、渡部忠重
9. 1951、日本貝類図録、渡部忠重、 No.16、略号

( 図録)
10. 1953、日本陸撞員類目録、黒田徳米、略号( 目

録)
11. 四回、原色日本員類図鑑、吉良哲明、酪号( 吉

良図)

16、須磨寺。 17、天神町。 18、行幸町。 19、桜木明。
20.山畑町。 21、月見山町。 22、大手町。 23、細沢町。
24、板宿町。 25、天井川。 26、妙法寺)110 27、多井畑
28、妙法寺。 29、車。 30、白川。長田区 31、長田。兵

ピヨドリゴエ
庫区 32、夢野山。 33、平野。 34、烏原。 35、輯越( 菊

主主プ
氷山を含む。 ) 3 6、小部。 37、藍那。 38、箕谷。 39、谷

1J ラト
上「大池を含む。 ) 4 0、唐種。 41、有馬。位、五社。

タンジヨウ
43、丹生山。生田区 44、再度山。葺合区 45、布引。
種区 46、摩耶山。 47、ー王山。錦、六甲八幡。東進
区 49、御態。 50、岡本。
( 測定値〉多数の標本のあるものは、なるべくよく発

した。また著しく異った型のあるものは、その二型に
ついて記した。
〈備考〉記載については各文献に譲って、筆者の私見
を述べたが、当を得ないものについては読者の叱正に
よって訂正したい。
1. G eorissa japoni回 Pilsbry 19∞ゴマオカタニジ
Fig. 1. 
〈図録、平瀬図、介雑、日員。) (34， 38， 39， 43.) 
(長さ 2 . 2 m m、直径1 . 6 m m箕谷〉

2. Waldemaria japonica (A. Adams) 1861 ヤマキ
サゴ Fig. 2  
( 介雑、ビーナス 1 - 4 、動図、平瀬図、兵博、日貝。〉
(長さ7 . 8 m m直径l1.0 m m丹生山) (36， 39， 40. 
41.) 
( 備考〉模式的なヤマキサゴには著しい肋があるが.
この地方のものは肋は殆どなく、光沢のある鼓皮におき
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おわれヌリヅヤマキサゴ型である。
3. Japonia sadoensis Pi1sbry et Hirase ナドヤマ
トガイ Fig. 3  
( 目録、介雑) 0  (長さ4.5 m m 直径4 . 7 m m 小部〉
(5拐， 43.) 

4. Cyclophorus herk10tsi Martens 1861 ヤマタニ
νFi g .  4  
〈介雑、動図、平瀬図、吉良図、山口員、兵博、日
員) 0  (長さ18.6 m m、直径2 O. 0 m m 布引) (4， 
お， 43， 45.) 
5. Cyc10tus campanulatus Martens 1865 アップ
タガイ、 ( コヤマタニジ) Fig. 5  

( 介雑、動図、ビーナス 1 - 4、平瀬図、吉良図、山
口員、兵博、日員。) (長さ 11.5mm、直径 16. [  
m m白)11) (4， 5， 16， 30， 31， 31， 36， 37， 38， 
40， 43， 45， 50等〉
( 備考〉螺塔はヤマタニジより低く、ヤマクノレマより
高い。寮は石灰質で厚い。
6. Cyathopoma (Nakadael1a) micron ( pilsbry) 
ミジシヤマタニiI Fig. 6  
( 兵博、ビーナス 1 - 4、動図、平瀬図〉、〈長さ 1.0
m m、直径1 . 5 m m布施畑) (5， 6， 28， 29， 32， 41. 
49，50等〉
〈備考〉大きさの点でミジシマイマイ、ヒメコハクと

A、7ニ

神戸市の隆差貝類別
間違い易いが石灰質の曹をもち、ロ
は丸いので見わけられる。

7. PupineUa (Pupino戸 is) rufa 
(Sowerby) 1段) 4 アズキガイ
Fig. 7  
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( 介雑、ビーナス 1 - 4動図、平
瀬図、吉良図、兵博、日貝) 0  (  

長さ10.4 mm 直径4.5 mm 、〈長さ
9 . 6 m m 直径 4 . 8 m m 禅昌寺，)
(14， 22， 32， 45， 48， 49， 50等〉

為 10 ( 備考) 極めて多量に産する貝であ
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る。幼貝はキピガイ類と間違い易
い。細長形と太短型とあるが、峰雄
異型ではないかと思う。
8. Chamalycaeus pilsbryi ( Kob-
elt) 1気泡 ピノレスプリムνオイ
Fig. 8  
(長さ 2 . 6 m m 直径 3 . 8 m m，長
さ1 .8 m m 直径3 . 5 m m 山畑町〉
(5， 6， 14， 16， 20， 22， 32， 34， 
44， 45.) 
〈僻考) Pilsbry (t鋭)() Proc. Ac. 
Nat. Sci. Phia 52 P. 381) によ
ればハリマムジオイとピノレスプリム
ジオイとの違いは下の表の通りであ
る。

| 終層の収縮部| 縦 脈 | 高 さ | 径 | 瞬: 体層

ノ、ソマム V オイ| 中 庸| 収縮部平滑 2 . 6 m m I  7 5 m m  I  1  314 z乞スf j| 殆どなし | ロまであり 1 .7 m m 3 . 5 m m  I  1 :  3.5 
また矢倉氏 (1936、兵博誌12号 P. 6 ) によれば、 | すべてピノレスプリムジオイに相当し、その他の点に関
「口唇はハリマム乙ノオイは2 重で、ピルスプリムνォ| しては個体変異が著しく区別出来ない。全くハリマム
イは 1 重であるJ。 上の記載中縦脈について見ると、 ! ジオイと考えられるものは見当らない。
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9. Chamalycaeus hirasei (Pilsbry) 1別加ミヤコム I 16. S u∞inea hirasei Pilsbry 1901 ナガオカモノア
νォイ Fig. 9 ， Fig. 10 ラガイ Fig. 17 
( 介雑、ビーナス 1 - 4、平瀬図、吉良図) ( 長さ2.7 I  CJtIJ図、平瀬図) (8， 25， 26. 31) C長さ 14.Oi
m m l直径4.0mm/J、部，) (36， 43) m m  直径8.O mm 天井川〉

五、fニ l
( 保持〉前種との違いは、1 . 啓に縄状のゴイノレをつ I ( 備考〉関西地方のものは関東地区のものに均して噴
け、中心は穴のように見える。 2. メヱ盟で 4 m mの直| 塔小さく、体層更に長く、軸唇に白色滑層があるた
径をもっ。 3. 聴が広い。 4. 体層の螺管が太い。 5. Iめ、カンナイオカモノアラガイ (S. kwansae Qkazaki 
くびれが僅かである。均. 10ぽ番 I  1921 ) と呼ばれたが、小山千万喜氏。鰯ビーナス
10. Palaina (Cylindropa1aina) pusiUa  (Martens) I  vol. 18. No. 4 .  P. 2'臼〉渡部忠亘氏( 19:田，ビーナス
ヒダリマキゴマガイ Fig. 11 I  V ol. 19， No. 2，P. 102)によって栗色体重宮、殻形共に
〈介雑、兵博、平瀬圏、動図) C長さ 1 . 8 m m 直径| 区別の要なしとして合併された。
0 . 8 m m妙法寺)
49，印等〉
11. Diplommatina (Sini，ロ) collarifera tenuiplica 
Pilsbry 19∞オオクエゴマガイ Fig. 12 
(5， 43， 46， 50，却. ) ( 長さ4.O mm 直径2 . 2 m m
保久良神社〉

7 ) によると
「ゴマガイよりや L 大形で、鼓口拡大して体層に達
し、反曲後方にパリヅクスがあるj 。ノレネラとプリカ
は接触している点はイプキゴマガイ等と区別出来る。
Pilsbry (1'倒)(). P. A .  N .  S. P. 51， P. 525) によ
ると赤褐色プリカが弱く細いと言う。

12. Diplommatina (Si凶α) cassa Pilsbry l'気泡ゴ
マガイ Fig. 13 
，( 平瀬図、動図、山口員、兵博) .(5， 41， 43. 45i. 
46， 39.) (長さ3.O m m 、直径1 .4 m m布引〉
( 備考〉コベノレトゴマガイ( D . nipponensis kobelti  

PiJs.) は、ゴマガイとほど同大であるが、 Pilsbyによ
るとく1901，NautiJus (15) P. 23) 細く、彫刻細く、
経りの 2 層は同大のものであるが、とれに相当するも
のは当域から得ていない。
13. Carychium noduliferum Reinhardt 1 m スジ
ケジガイ Fig. 14 
( 平瀬図) (43，46)(長さ2 . 3 m m、直径0.7丹生山〉

14. Carychium pessimum Pilsbry 1以) 2 ケ V ガイ
Fig. 15 
〈平瀬図) (43) ( 長さ2 . 0 m m、直径 0 . 7 m m丹生
山〉

15. Carychium nipponensis Pi1sbry et Hirase l'卯 4
ニホンケi/ガイ Fig. 16 
(36) ( 長さ1 .7 m m、直径0 . 5 m m小部〉

( 備考〉神戸付近ヶνガイ類検索表
1 ) 表面平滑で光沢あり ニホシケV ガイ
1 ) 表面に顕償錨鋼脈あり
a 太短形、車販弱い ケνガイ
b 細長形、軸板著し スジケジガイ

17. Pupisoma orcula くBenson) 1部 O マノレナタネ
Fig. 18 
( 介雑、兵博〉く49) ( 長さ1 .0 m m直径1 . 伽n m御撃

〈備考〉平瀬氏 (1気湯、介雑3巻 3号、 P. 84， Pl. 9， 
fig. 30， 31) によるとヒラドマルナタネに似るが購孔
狭心縦脈あり、やや大型であると言う。
18. Vertigo birasei Pilsbry， 1901 キパナナギガイ
Fig. 19 
〈平瀬図、兵博) (32.) (長さ 1 . 8 m m、直径1 .0
m m、夢野山〉
( 備考) Pi1sbry氏によると (1901、NautiJus 14-P. 
128) ヤマトキパサナギ CV. japonica) に似るが、キ
パサナギの方が歯が大きいと言う。またナタネキパサ
ナギ(V. eog回〉は黒田氏〈動図、 P . 1出 5，fig. 笈嫡〉
によると歯は外唇2 、内唇 2、軸唇 1 、底唇 1で多い。
本種はキパサナギより長型で、歯の形は少し違う。
19. Vallonia tenera ( Reinhardt) ミジシマイマイ
Fig. 20 
( 動図) (8， 17， 23， 49等) (長さ 0 . 6 m m、直径
1 9 m m垂水〉
〈備考〉徴小種で市青地に多い。通常コハクガイ、オ
カチヨクジガイと共に採集される。
20. E n a  reiniana (Kobelt) 1875 キセノレモドキ
Fig. 21 
〈ビーナス 1 - 4、動図、平瀬図、吉良図、日貝〉
(39， 43， 45，) (長さ2 7 . 8 m m直径18，Omm 布引〉
( 備考〉矢倉氏( 19沼、兵庫目録 No. 717) によ
る、ナガキセノレモドキ (E. reiniana extorris) は
黒田博士( 1953、目録、 P. 18) によってキセルモ.
ドキの同義語とされた。キセノレガイに似るが、右巻
である。

21. Hemiphaedusa ( pinguiphaedusa) pinguis 
platydera (Martens) 1876、ヅムガタギセノレ Fig.
盟
〈動図、平瀬図、地球 15 - 2、兵博) (22， 24， 35， 
48， 49.) ( 長さ25.5m直径5 . 5 m m、長さ24.2m皿、
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直径5 . l m m大手町〉
〈備考〉中形、紡錘形、表面には徴彫刻がある殻形に
は変化多く、上記の測定値は太い型と細い形とを示
す。ナミギセノレとは殻形の外、ラメラの内次板が弱い
こと、 lレネラがあることで容易に見わけられる。
22. Hemiphaedusa (Pinguiphaedusa) awaj梅田is
pigra ( pilsbry) l'筑沼、チピギセル Fig. お
(24， 39， 40， 41， 43.) ( 長さ14.lmm、直径3.6
m m唐橿〉
( 備考〉小型で螺層ふくれ、縫合は漂い。
お. Tyrannophaedusa (Nesiophaedusa) bilabrata 
(Smith)ν リコtレギセル Fig. 24 
( 動図、平瀬図、培減15 - 2、兵博、山口貝) (4， 
8， 10， 16， 22. 28， 31， 39， 41，匂， 49等) (長さ
24.0m皿、直径5 . 3 m m 131 h 階奥妙法寺X 長さ20.0

神P 市の隆彦E貝類

m m、直径5.5 mm 7階奥妙法寺〉
〈備考〉中形、階数の多いキセノレガイであるが名の通
り7 - 8陪を残して頂部脱落しているととが多い。意
口は洋梨形で下軸板の両側に多数のしわが見られる
が、その数は一定していない。
24. Tyrannophaedusa (5.5) aurantiaca (B伺 tt
ger) クスペニギセノレ Fig. 25 
( 動図、平瀬図、兵博) (4， 5， 16， 28， 43， 45.) 
(長さ14.O mm 、直径3 . 2 m m布施畑〉
〈備考〉小型のキセルガイで帯桓漏色、中央よくふく
れるがチピギセノレ程縫合は漂くない。

25. Tyrannophaedusa くVentriphaedusa) proba 
caryostoma (MoelIendorff) 1882 ナラピヒダギセ
ノレ( カリストギセノレ) Fig. 26 
〈平瀬図、兵博) (4， 5， 29， 30， 37， 38， 40， 41， 

42.) (長さ 16.9mm、
直径;3.8mm、草〉
( 備考〉小形、螺層や L ふ

口は簡単で、次板、下輔板
共にない。
26. Mundiphaedusa (s. 
s.)decapitata (Pilsbry) 

同
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i / リオレトノサマギセル
( クピキレジカギセノレ〉
Fig. 27 
〈兵博) (5， 6， 30， 39， 
40， 41， 43， 46.) ( 長さ

橿)
〈備考〉中形、堅固で鼓頂
脱落し! 鼓頂丸い。 νリオν
ギセノレに似るが螺層は直接
的で、縫合は極めて浅い。
また殻口は梨形でなく、下
唇下軸板両側に隆起はな
い。プリカは見難いが磨い
て見るときは数が多いので
明瞭に区別出来る。
?:l. Mundiphaedusa ( A -
ula∞phaedusa) gracil-
ispira (Moellendorff) 
1鋭砲、ホソヒメギセノレ
Fig. 28(4， 28， 29， 31， 
43.) ( 長さ9 . 8 m m、直
径 2.仇nID、太山寺〉

ミト



〈備考) 徴小なキセノレガイで螺層はや L ふくれ表面に
徹細で鋭い彫刻がある。主プリカより上半はふくれ、
厳口の上部は凸出している。模式産地は神戸である。
28. Stereoph白血sa japoni回 (Crrosse) 1871 ナミ
ギセル Fig. 29 
〈動図、ビーナス 3ーし 1 - 4，平瀬図、吉良図、
地球、 15 - 2、兵博、日貝) 0  (2， 4， 5， 13， 22， 
28， 30， 31，謁， 41， 43， 45等) ( 長さ沼. o m m直
径7 . 8 m m布引)
( 備考〉本地方としては最も大型種で螺層よくふく
れ、o : ロ薄板はよく発達している。 V ロナミギセノレ
(S. japanica kobensis Smith)) は大型で、螺層ふく
れ淡色のものを言うが、模式産地の神戸においても上
記のように、大! j 、があり、色も漉着陸様々で典型的νロ
ナミギセノレは分離し難い。
29. Stereophaedusa japonica paDens ( M 伺11en・
dorff) アワジクツミギセノレ Fig. 30 
(8，22，24，沼. ) (長さ23.5mm直径5 . 5 m m垂水〉

〈儒拷〉アワジクツミギセノレはPilsbryによると( 1 :劉) 2

ものを言う。閉ぺんについては精査していないが変化
に富むようである。
30. Phaedusa (Euphaedusa) tau ( Boettger) U f n  
ナミコギセノレ Fig. 31 
( 動図、平瀬図、地球 1 5 - 2 ) 、 (沼， 43， 50.) 
〈長さ 12.6mm、直径2.8、岡本〉
〈備考〉員鼓薄く小型で淡褐色、繊細な彫刻のあるキ
セノレガイで設には殆ど薄板はない。 (Pilsbry l'劉)()，
P r. Ac. Nat. Sci. Phil. 52-P. 528) (Pl. XX唖
fig.43-45) によるとノレネラとパラタノレプリカとでギ
リνヤ文字のタクの形を作るとあるが、本標本ではル
ネラはほとんど見られない。その他の点では一致して
いる。
31. Phaedusa くEuphaedu阻) digonoptyx c o m白
( piJsbry) 1例刻ヒメコギセノレ〈コメコギセル) Fig. 
詑

〈兵博) (3， 28， 29.) (長さ 12.O mm 、直径 2.5
m m車〉
( 備考〉震は薄質で小形、螺層に徴肩角あり、彫刻償

Pr. Ac. Nat. Sci. Phil.， 54 P. 担〉イトカケギセ| 細で殻表に光沢がある。 Pilsbry (1900， Pr. Ac. 
Jレ(C. goniopoma) の条の細いものに名付けられたも INat. Sci. Phia， 52， P. 673， 674) によるとナミコ
ので、イトカケギセルはヲツミギセノレ (C. oostoma) Iギセルよりも小さく、上のパラタノレプリカ短く、ノレネ
に比較された。現在はナミギセルの変種とされてし? る| ラは弱いと言う。
が、ほとんど両者の中間的な大きさ、彫刻をもつもの| 次に神戸付近で採集出来るキセルガイについて、ヲ
( 例えば、御彰のナミギセル〉もある。ー応ナミギセ| メラ、プリカを主として観察の要点を表に記して見
Jレより鼓薄く、小型で螺層のふくらみ少く彫刻密なる| た。

1  l W  I  11 フメラ 11 プリカ彫刻、騨大さ 上板 | 次板 | 下軸板主プリイヂマ;1 ルネラ

ツムガタキセノレ 徴彫刻紡錘型肝、 著しい 長い
1割1短本叶i 逆1倒字1  

チピギセノレ 各層ふくれる あり 長い

νリオレギセノレ 頂部欠損 中 著しい 弱い 強い や L 長い 1本 ? 逆 J字
ワスベニギセノレ 中央ふくれる 螺旋状 あり 明にあらかり 極長い 2 本 エ状字

ナラピヒダギセノレ や L ふくれる | 著しい /  /  極長い 2本 /  
主/ リオレトノサマ 頂部欠損棒状 中 著しい 弱い あり 長い 4 叉は 3 /  ギセル
ホソヒメギセノレ細彫刻長い鋭い極小 4、さい訂/ 寸 / 長い 4叉は3 1 /

著しい 著しい や L 長い 2 本/ / / / // /  
アワジウツミギセノレ 刻 密中 | 著しい や L 長い

ナミコギセ Jレ 徴 彫 刻! 弱い 弱い あり
叶制覇し伊

ヒメコギセノレ や L 組い彫刻 弱い 弱い /  長い 2 本

上記の他にエルベリギセル (T. aurantiaca erberi I  (H. attrita(Boettger))も本地方産の標本が手許にな
(Boettger)) があると思うが、筆者の採集したものは| いため割愛した。未完
記載と完全にー致しない故省いた。またハグギセル
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